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第 12 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成29年５月10日(水曜日) 

            午前11時０分開議 

            午前11時54分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

    ①ラグビー日本代表の国際テストマ

ッチ熊本開催について 

 （２）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 渕 上 陽 一 

                委   員 橋 口 海 平 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

                委  員 大 平 雄 一 

        委  員 吉 田 孝 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

商工観光労働部 

         部 長 奥 薗 惣 幸 

政策審議監 中 川   誠 

観光経済交流局長 原 山 明 博 

観光物産課長 永 友 義 孝 

国際課長 小 金 丸 健 

国際スポーツ大会 

推進課長 水 谷 孝 司 

 教育委員会 

教育理事 山 本 國 雄 

教育政策課長 江 藤 公 俊 

体育保健課長 西 村 浩 二 

 警察本部 

警備第二課長 森 本 信 明 

交通規制課長 瀬 河 清 信 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 福 島 哲 也 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

――――――――――――――― 

午前11時０分開会 

○池田和貴委員長 それでは、ただいまから

第12回国際スポーツ大会推進特別委員会を開

催いたします。 

 では、まず初めに、私のほうから御挨拶を

させていただきます。 

 どうも済みません。委員の皆さん方、お忙

しい中、お集まりいただきましてありがとう

ございます。 

 本日は、期間外で特別委員会を開催させて

いただきました。本当、お忙しい中、お集ま

りをいただきましてありがとうございます。 

 もう御承知のとおり、私たちの所管につき

ましては、このラグビーワールドカップ、あ

とハンドボールの世界大会、それと東京オリ

ンピック・パラリンピックが所管の事務にな

っているところでございますが、もう前年か

ら引き続き、ラグビーワールドカップについ

ては、この６月10日に行われます国際テスト

マッチ、この観客動員が大変重要だというこ

とを、前回から引き続き入っていらっしゃる

先生方は御承知のとおりだというふうに思っ

ております。 

 いよいよ約１カ月前になりまして、４月の

１日から国際テストマッチのチケットの販売
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が行われておりますが、少々心配をしなけれ

ばいけないような状況でございます。 

 そういった意味で、急遽でございました

が、委員会を開催させていただきまして、今

の現状を調べた上で、６月10日までどんなこ

とが私たちにできるか、そういったことを議

論させていただきたいということで、今回特

別委員会を開催したところでございます。 

 この2019年のラグビーワールドカップの熊

本でのマッチメークは、魅力的なマッチメー

クを誘致するためにも、６月10日の国際テス

トマッチでの観客動員、非常に大きな意味を

持ちますので、ぜひ先生方のほうから、現状

を踏まえた上で、いろんな形で御意見を賜れ

ばと思っておりますので、どうぞよろしくお

願いを申し上げまして、委員長としての御挨

拶にさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 続きまして、副委員長の髙野先生のほうか

らも一言御挨拶をお願いします。 

 

○髙野洋介副委員長 皆さんおはようござい

ます。 

 新たに副委員長に選任いただきました髙野

洋介でございます。 

 池田委員長を補佐し、先ほど言われました

ラグビー、ハンドボール、東京オリンピッ

ク・パラリンピックの成功に向けて、精いっ

ぱい頑張ってまいりますので、委員各位、ま

た執行部の皆様方の御協力をよろしくお願い

いたします。 

 簡単ではございますが、挨拶とさせていた

だきます。 

 

○池田和貴委員長 ありがとうございまし

た。 

 次に、執行部を代表して、奥薗商工観光労

働部長から挨拶をお願いいたします。 

 

○奥薗商工観光労働部長 おはようございま

す。 

 今年度執行部が参加します初めての委員会

の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上

げます。着座にて失礼いたします。 

 委員の皆様には、国際スポーツ大会の推進

に日ごろからさまざまな御支援、御協力をい

ただき、深く感謝を申し上げます。 

 御承知のとおり、本県では、2019年のラグ

ビーワールドカップ、また女子ハンドボール

世界選手権大会が開催されます。さらに、翌

年の2020年には、東京オリンピック・パラリ

ンピックが開かれ、本県では、その事前キャ

ンプの誘致に取り組んでおります。 

 先日、東京オリンピック・パラリンピック

のフラッグツアーセレモニーには、議長、副

議長を初め、本委員会からも多数の御参加を

いただき、ありがとうございました。 

 現在、東京都から本県に引き継がれました

オリンピック旗、パラリンピック旗は、県内

を巡回していますけれども、このような取り

組みを通じて、県内の国際スポーツ大会に向

けた機運の醸成を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 さて、本日でございますが、先ほど委員

長、副委員長からお話がありましたように、

ラグビーワールドカップ2019熊本開催に関す

る件を議題として、委員会を開催していただ

きました。 

 この件につきましては、昨年度から、当委

員会において、また本会議においても、６月

に開催されるラグビー日本代表の国際テスト

マッチは、この秋のワールドカップ本番の試

合日程の決定に影響を及ぼす可能性のある大

変重要なものであり、しっかりと取り組んで

いくよう御意見をいただいております。 

 また、我々事務局としても、ワールドカッ

プ本番に向け、集客や輸送警備などの経験値

を向上させる大変重要な機会と位置づけてお

ります。 

 今回の日本代表の国際テストマッチでは、
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熊本での対ルーマニア戦、静岡、東京での対

アイルランド戦と３連戦が行われます。熊本

での開催は、今回が初めてとなりますが、熊

本地震からの復興支援が決め手となり、開催

地として選ばれたものと考えております。 

 ぜひ多くの県民の皆様に会場にお越しいた

だき、世界最高レベルのプレーを楽しんでい

ただくとともに、熊本は地震から着実に復興

してきていることを全国に示していきたいと

考えております。 

 本日は、くしくも京都でラグビーワールド

カップの組み合わせ抽選会が行われ、本県か

らも小野副知事が参加いたします。 

 今後、この組み合わせ抽選会を契機とし

て、大会に向けてラグビー熱が盛り上がって

いくことと思います。 

 この盛り上がりの中、本県で開催される６

月10日のテストマッチについて、開催１カ月

前の準備状況等を担当課長から御説明させて

いただきますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

 

○池田和貴委員長 ありがとうございまし

た。 

 次に、執行部出席職員の自己紹介をお願い

いたします。 

  (奥薗商工観光労働部長、中川政策審議

監～瀬河交通規制課長の順に自己紹介) 

○池田和貴委員長 ありがとうございまし

た。 

 それでは、審議に入ります。 

 まず、執行部から、ラグビーワールドカッ

プ2019熊本開催に関する件に関し、ラグビー

日本代表の国際テストマッチ熊本開催につい

ての説明の後に、一括して質疑を受けたいと

思います。 

 では、説明をお願いいたします。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 失礼して

座って説明させていただきます。 

 本日は、資料は、お手元のＡ４横のページ

上に「特別委員会資料」と書かれているホッ

チキスでとじたものが１部、それから「2019

年、この熱狂が日本にやってくる。」と書か

れましたＡ４見開きのラグビーワールドカッ

プのパンフレットが１部、また「熊本初開

催」と書かれているＡ４のラグビー日本代表

国際テストマッチのチラシの３種類でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 では、Ａ４横の資料をお願いいたします。 

 表紙は、目次です。 

 これから、付託案件、ラグビーワールドカ

ップ2019熊本開催に関する件について、目次

に沿って説明させていただきます。 

 では、開いていただいて、１ページをお願

いいたします。 

 今回新たに特別委員会の委員になられた先

生もおられますので、ワールドカップ大会の

概要をまず簡単に説明させていただきます。 

 まず、(1)の大会の期間ですけれども、

2019年、平成31年９月20日から11月２日まで

の44日間、約１カ月半になります。 

 会場は、(2)の国内12会場で開催されま

す。 

 熊本会場は、熊本県、熊本市の共同開催

で、県民総合運動公園陸上競技場が会場とな

ります。また、九州では、福岡、大分でも開

催されます。 

 参加チームは、全部で20チームです。全部

で48試合が行われ、このうち熊本では３試合

程度が行われるのではないかと見込んでおり

ます。 

 現時点では、ニュージーランド、オースト

ラリアなど12チームの参加が決定しており、

残る８枠が各大陸予選を経て今後決定されて

いきます。 

 ２ページをお願いします。 

 国際スポーツ大会の主なスケジュールでご

ざいます。 

 表の真ん中がラグビーワールドカップのス
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ケジュールになります。 

 平成29年度、2017年度のところをお願いい

たします。 

 四角囲みが４つあると思いますが、まず最

初にプール分けとあります。 

 部長の挨拶にもありましたけれども、本日

の夕方、京都で抽選会が行われます。プール

分けとは、予選グループ分けの組み合わせ抽

選のことでございます。 

 ここで、恐れ入りますが、Ａ４見開きのパ

ンフレットをお願いいたします。 

 開いていただいて、右のページをごらんく

ださい。 

 日本大会の前の大会、2015年イングランド

大会での日本代表の試合結果が載っていま

す。 

 イングランド大会では、日本は、プールＢ

として、左上の南アフリカ、その右のスコッ

トランド、左下のサモア、その右のアメリカ

と予選グループを戦いました。 

 このように、プール分けでは、それぞれの

チームがどのチームと予選グループを戦うか

が決まります。 

 なお、本日のプール分け抽選会の模様は、

ＢＳ放送で中継されますが、午後５時から、

熊本市上通のびぷれす広場のモニターでパブ

リックビューイングを行うこととしておりま

す。 

 資料に戻っていただいて、スケジュールを

ごらんください。 

 プール分けの右に大会日程決定とありま

す。 

 この秋に、２年後のワールドカップの各試

合が何月何日にどこの会場で行われるかが発

表されます。 

 済みませんが、もう一度先ほどのパンフレ

ットのところをお願いいたします。 

 先ほどのページの各対戦相手と試合結果

が、それぞれの写真の下にあります。 

 例えば、左上の日本対南アフリカは、34対

32で日本が勝ちましたけれども、その上に小

さく、プールＢで、日本の第１戦が、９月19

日にブライトンコミュニティースタジアムで

行われたというふうに記してあります。 

 同様に、第２戦は、９月23日にグロスタ

ー・キングスホルムスタジアムでスコットラ

ンドと、第３戦は、10月３日にミルトンキー

ンズ・スタジアムでサモアと、第４戦は、10

月11日に、またグロスター・キングスホルム

スタジアムでアメリカとの試合が行われまし

た。 

 このように、この秋には、何月何日に、ど

この会場で、どのチームとどのチームが試合

を行うかが決まり、熊本での試合日程と対戦

カードも決まることとなります。 

 今回の６月10日の国際テストマッチは、こ

の大会日程決定の直前に行われるテストマッ

チとなります。多くの観戦者が来場し、試合

が盛り上がるほど熊本で好カードが組まれる

のではないかと思われますので、今回のテス

トマッチでは多くの観客で会場を埋めなけれ

ばならないと考えているところです。 

 では、これから国際テストマッチの概要と

現在の準備状況を説明してまいります。 

 特別委員会資料の、済みません、３ページ

をお願いいたします。 

 試合の名称は、リポビタンＤチャレンジカ

ップ2017熊本地震復興支援ラグビー日本代表

戦で、対戦カードは日本代表対ルーマニア代

表です。 

 今回のテストマッチは、熊本、静岡、東京

の３カ所で行われ、熊本が３連戦の初戦とな

ります。 

 主催は、日本ラグビーフットボール協会

で、九州、また熊本県のラグビー協会が主管

となっています。 

 ６月10日土曜日の午後２時40分から、県総

合運動公園のえがお健康スタジアムで行われ

ます。 

 チケットについては、後ほど改めて御説明
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いたします。 

 対戦相手のルーマニアは、現在の世界ラン

キングこそ日本を下回っていますが、これま

でワールドカップ全てに出場しており、勝利

の数は日本を上回るラグビー伝統国です。 

 ルーマニアは、今のところまだワールドカ

ップの出場権を獲得しておらず、大陸予選に

向け強化を図っており、今回のテストマッチ

は、真剣勝負の好ゲームが期待されておりま

す。 

 なお、静岡、東京では、対戦国がアイルラ

ンドに変わります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 会場の整備計画です。 

 日本ラグビー協会の国際テストマッチ基準

に基づき、また、ワールドカップ本番を見据

え、今回整備するものを御紹介します。 

 まず、ピッチ、グラウンドですけれども、

競技エリアのラインから５メートルの緩衝地

帯を天然芝で確保するとともに、ゴールポス

トは17メートルのものを整備する予定です。 

 また、チーム更衣室は、今回個別ロッカー

タイプのものを仮設で整備しており、トレー 

ニング設備についても、休館中の県立体育館

トレーニング室からローイングマシンやバー

ベルのおもりを借用するなど、対応すること

としております。 

 この２つは、いずれもワールドカップ本番

に向け予算化をし、整備の準備を進めており

ますけれども、今回のテストマッチでは仮設

などで対応することとしております。 

 次に、５、今回の観客の輸送計画について

です。 

 ５ページには、会場の周辺図を示していま

す。 

 今回、多くの集客を目標としていることか

ら、運動公園内や周辺の駐車場には一般の自

家用車の駐車場は用意せず、公共交通機関ま

たはパーク・アンド・バスライドでの御来場

をお願いしています。 

 これは、運動公園内や周辺の駐車場には限

りがあるため、一般の自家用車の駐車を可と

すると、激しい交通渋滞が予想され、観客の

円滑な輸送に支障が生じると見込まれるため

です。 

 運動公園内の駐車場は、パーク・アンド・

バスライドのバスやシャトルバス、タクシー

乗降場として、また、団体で申し込まれた持

ち込みバスや他県からのツアーバスの駐車場

として利用することを予定しております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 会場へのアクセスについてです。 

 左のほうですけれども、交通渋滞を避ける

ため、会場及び周辺には自家用車の駐車場は

なく、会場周辺での送迎、乗降も遠慮してい

ただくよう呼びかけています。 

 公共交通機関は、ＪＲ豊肥本線の光の森駅

経由のシャトルバス、熊本駅や市内中心部か

ら路線バスや臨時直行便の利用を呼びかけて

います。また、九州各県からは、会場への直

行バスも運行されます。 

 また、自家用車を御利用の場合は、グラン

メッセ熊本、東京エレクトロン九州さんの駐

車場をお借りし、パーク・アンド・バスライ

ドでの来場を呼びかけています。 

 パーク・アンド・バスライドの料金は、自

動車１台当たり1,000円の御負担をお願いし

ています。 

 これには、駐車料金と会場までの往復のバ

ス代が含まれます。１台に複数人乗車されて

も料金は1,000円ですので、乗り合わせで来

られるとその分お得になります。 

 円滑な乗降、スムーズな輸送を図るため、

インターネットやセブンイレブン店等で事前

にチケットを購入していただくこととしてお

ります。 

 今回のパーク・アンド・バスライドによる

同じ会場への輸送は、平成23年に約４万人を

動員したミスターチルドレンのコンサートと

同様の手法をとっております。 
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 2019年のワールドカップ本番での観客輸送

を見据え、今回のテストマッチは、事務局に

とっても大変貴重な実地の機会となります。 

 今回の輸送計画を着実に実施していくとと

もに、どのような運用計画となるのか、問題

点をしっかり図り、検証してまいりたいと考

えております。 

 次に、チケットの販売状況です。 

 ７ページをお願いします。 

 連休が挟まりましたので、少し前のデータ

になりますけれども、４月19日現在での日本

ラグビー協会からの集計報告により御説明い

たします。 

 済みません。チラシをごらんいただいて、

その裏をごらんいただけますでしょうか、 

あわせて。 

 チラシ裏の右上にありますとおり、スタン

ドの席は、指定席のメインスタンド、カテゴ

リー１と、その両脇のカテゴリー２及び自由

席のバックスタンドとゴール裏のカテゴリー

３となっております。 

 料金は、それぞれ前売り大人料金で、カテ

ゴリー１が6,000円、カテゴリー２が4,000

円、カテゴリー３が3,000円となっていま

す。 

 資料の表をお願いいたします。 

 まず、表の下に※印で書いておりますけれ

ども、会場のえがお健康スタジアムは、収容

人員は３万2,000人となっておりますけれど

も、試合当日は、報道席や日本協会さんが招

待される席として一定の数が使用されますの

で、そこの表の下から３つ目のところにチケ

ットの販売可能席数(Ａ)というのを記載して

おりますけれども、その欄の右を見ていただ

いて、27,233という数字があると思います

が、これが、今回チケットが販売される総数

になります。 

 これに対して、４月19日現在で既に販売さ

れたものがその下の2,048席で、２万5,000席

以上のチケットが残っているということを示

しております。 

 少し前の集計結果であり、また後ほど説明

いたしますけれども、県ラグビー協会が独自

に販売されているものが、この集計にはまだ

含まれておりませんので、現時点での販売数

は2,000枚を上回ることは間違いありません

けれども、それでもまだまだ多くのチケット

が売れ残っている状況には間違いありませ

ん。 

 現在、どのような広報活動を行っており、

集客対策を行っているか、これから御説明さ

せていただきます。 

 ７ページの下のほうをお願いいたします。 

 まず、広報活動についてです。 

 まず、都市装飾として、水道町の白川沿い

のビルの壁面に大会告知の看板を掲示し、水

道町交差点のビルに懸垂幕を掲示しておりま

す。それぞれ報道投げ込みも行いましたの

で、地元メディアにも取り上げていただいた

ところです。 

 ８ページをお願いいたします。 

 今後、鶴屋百貨店前のアーケードにつり看

板を掲げたり、阿蘇くまもと空港にラグビー

ボールのモニュメントを設置し、試合の雰囲

気を盛り上げていきたいと考えております。 

 次に、(2)ＰＲ活動についてです。 

 大会開催決定後、さまざまなスポーツイベ

ントなどの機会に大会の告知を行っておりま

す。 

 ２月に行われた熊本城マラソンやサッカー

の国際試合、熊本ヴォルターズやロアッソ熊

本のホームゲーム、さらには県外でのラグビ

ーなどのイベントに積極的に出向き、大会の

告知と観戦の呼びかけを行っております。 

 当初は、テストマッチの開催をほとんどの

方が御存じありませんでしたけれども、先週

日曜日のロアッソ熊本のホームゲームでは、

入場口でチラシを配布したところ、もうチケ

ットを買いましたよとか、知っている、必ず

行くよとか、多くの声をいただきましたの
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で、徐々にではありますけれども、浸透して

きているのではないかと実感したところで

す。 

 また、日本代表戦が熊本であることに、そ

れはすごいと多くの方が反応されておりまし

た。ほかの競技であれ、スポーツ観戦をされ

る層には、日本代表戦があることを重点的に

訴求していることは有効ではないかと感じた

ところです。 

 ９ページをお願いします。 

 (3)からは、媒体を活用した広報です。 

 同じワールドカップラグビーの開催地であ

る福岡や大分とは、日ごろから連携をして広

報活動などを行っておりますが、福岡県で

は、県の広報誌に熊本のテストマッチの開催

を掲載していただきました。また、県の広報

課の枠などを活用し、雑誌や新聞でも積極的

に告知を行っております。 

 10ページをお願いします。 

 今回、九州各地からもツアーバスの運行が

行われますけれども、旅行会社により、それ

ぞれの地元紙に、⑥のような広告があす掲載

される予定です。 

 また、(4)電波の媒体でも、県や熊本市の

枠で広報を行っているほか、地元の放送局

が、これは新聞も同様ですが、独自の取材の

上、テストマッチの報道などを行っていただ

いております。 

 また、本日のプール分け抽選での機運の醸

成を機に、日本ラグビー協会が、県内民放を

活用し、テレビスポットを流されることにな

っております。 

 さらに、(5)になりますけれども、県や熊

本市のホームページや機関誌を活用し、県

民、市民の皆様への周知を図っているところ

です。 

 今後も、さまざまな機会を捉え、また、媒

体を効果的に活用し、広報活動を充実してま

いります。 

 最後に、集客対策についてです。 

 13ページをお願いいたします。 

 今回のテストマッチは、熊本地震からの復

興、また、ワールドカップ開催を見据え、蒲

島知事もみずから誘致に動かれました。 

 このため、庁議などを通じ、県職員に、約

1,000人を目標に、観戦の呼びかけを行って

おります。 

 また、県ラグビー協会も独自に目標を立て

られ、会員一丸となって集客を図られており

ます。 

 また、県内の企業、団体や九州各県のラグ

ビー愛好者にも、観戦の呼びかけや周知の協

力をお願いしております。大分や長崎、佐賀

からは、バスを仕立てて応援に行くとの連絡

も受けております。 

 また、(5)ですが、日本ラグビー協会の御

好意により、被災地支援として児童生徒を招

待したいとされており、教育委員会等を通

じ、各学校に呼びかけを行っているところで

す。 

 テストマッチまであと１カ月となりまし

た。これまで説明してまいりました取り組み

をさらに充実、加速させ、多くの観客が見守

る中、テストマッチを円滑に開催したいと考

えております。 

 本日は、お忙しい中、委員会を開催してい

ただいて、まことにありがとうございます。 

 これからも、委員の皆様を初めとする県議

会の皆様の御支援をよろしくお願い申し上げ

ます。 

 説明は以上です。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○池田和貴委員長 以上で執行部から説明が

終わりましたので、これより質疑に入りま

す。委員の先生方から何かありませんでしょ

うか。 

 

○荒木章博委員 今、４月19日時点で2,048

ということですね、前売り売れている。もう
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１カ月近く、20日以上たっているんですね。

かなり、追い上げの状況というのは把握され

てないんですかね。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 日本協会

から、大体週に１回、状況の連絡があるんで

すけれども、ちょっと連休が挟まりましたも

のですから、先週の状況がまだ届いておりま

せんので、済みませんけれども、本日はこの

数字で説明させていただいております。 

 ただ、いろんな、パーク・アンド・バスラ

イドの購入状況とか、そういうのは地元です

ので連絡が入っておりますけれども、それは

数字も伸びておりますので、販売は進んでい

るものとは考えております。 

 

○荒木章博委員 じゃあ、体育保健課と観光

課と１つずつちょっとお尋ねしたいと思うん

ですけれども、まず、スポーツ団体との取り

組み、これだけの大会があるわけですから、

スポーツ団体との取り組みはどうされている

のか。 

 それと２番目は、観光団体との──要する

に、よそからもおいでるわけですからね。そ

ういう旅館組合とかいろんなところとの取り

組みについてどう考えているのか。 

 それと３点目は、熊本のみならず、今説明

もあったように、九州各県とのやっぱり取り

組みというか、どういうふうにして、どこが

窓口で、どういう御案内をされているのか。 

 まず、この３点をお尋ねしたい。 

 

○池田和貴委員長 まず、１点目について、

体育保健課の西村課長のほうからお願いしま

す。 

 

○西村体育保健課長 失礼いたします。体育

保健課でございます。 

 スポーツ団体等につきましては、取りまと

め団体でもございます県の体育協会等と連携

をしながら今進めているところでございま

す。 

 また、質問の中にはございませんでしたけ

れども、教育委員会としましても、先ほど水

谷課長のほうからございましたとおり、県内

の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校

等も含めまして、この大会は、非常にすばら

しい、また子供たちへの教育効果もございま

すので、あわせて今周知をしながら、特に、

近隣で会場地の近くでございます菊陽町の教

育委員会並びに熊本市内の県立学校等には、

直接出向いたり、または連絡したりしなが

ら、一人でも多くの子供たちが観戦できるよ

うに今取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

 

○永友観光物産課長 観光物産課でございま

す。 

 観光につきましては、まず、観光連盟がご

ざいますけれども、そちらのほうの会員のほ

うに周知を図っております。それから、物産

振興協会ですね。そちらのほうにも会員が

500ほどいらっしゃいますので、そちらのほ

うにお願いをしているところでございます。

それに加えて、うちが所管しておりますグラ

ンメッセ、それから伝統工芸館あたりにも周

知を図っているという状況でございます。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 ３点目

は、済みません、私から。 

 九州各県については、九州ラグビー協会の

森会長に御協力をいただいて、各県への御支

援を依頼していただきました。また、九州各

県の協会へのお願いもやっておりまして、い

ろんなラグビーの試合とかそういったイベン

トでも集客を呼びかけております。 

 各県も、特に福岡、大分は同じワールドカ

ップの開催地ですので、そういったところの

協力もしていただいていますので、例えば大

分県は、県で予算を立てて、バス10台仕立て
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て応援していきますよとか、そういったこと

もおっしゃっていただいておりますので、次

第に広がっていってるのかなとは考えており

ます。 

 

○荒木章博委員 １番目の体育保健課が、ス

ポーツ団体等との取り組みと。 

 これは、やっぱり具体的に、より積極的

に、枚数ですから、幾ら売れたか、何枚売れ

たか、これが勝負ですから。そういうところ

は、スポーツ団体にきちんとやっぱり把握し

てやらないと、これ大事な大会が後から押し

売りのようになったらマスコミから書かれま

すよ。 

 やっぱり機運を盛り上げるためには、その

体育保健課の新課長が、先頭になって鉢巻き

つけてでもやるような気持ちにならないと、

どうも目の輝きが足らぬ、ちょっと。そうい

うふうに思います。 

 それと、小中学校、高校との取り組みとい

うんですけれども、私が調べた範囲内では余

り来てないですよ。ただ、張ってくれと言っ

て張っているだけ、何の説明もない。学校で

すよ。ですね。私が知ったところ５カ所ぐら

いかけたんだけど、きょう、こっち来るとき

に。そしたら、全然そういうのは来てない

と。何かチラシみたいなやつは来たけど、そ

れは張ってあると、学校にですね。 

 そういうところも、やっぱりただ張るだけ

ではなくて、学校長と教育長が、こんな立派

なテストマッチは、子供たちに感動を与える

からやっぱりやってほしいと、そういうとこ

ろまでやっぱりやらないとだめですよ、どう

せやるならば。 

 それと、観光団体との取り組み、観光物産

課は、やっぱりこれ枚数ですから、さっき言

うように。いろんな団体にお願いしに行っ

て、枚数を上げてやらないと、これだけのテ

ストマッチをやって大成功、満席にして大成

功すれば、また次から次といろんな要望が出

てくると思うんですよ。 

 だけん、それはやっておられるかもしれぬ

けど、屋上屋を重ねるようだけれども、そこ

のところも、観光団体とも、やっぱり会議に

出ていってお話をしてやるような形、もうや

られとっと思うんだけど。ただ、結果が出ま

すから、これは枚数の。そこのところをやっ

ぱりやっていただきたいなと思っておりま

す。 

 それと、九州・山口との取り組み、３点目

は尋ねましたけれども、ラグビー協会としっ

かりその点は考えて、もうやっぱり各県にラ

グビー協会はあるわけですから、そこに一緒

に出向いていってでもやっぱりやっていただ

きたいなと思ってるんですよね。 

 そしてまた、私もサッカー協会副会長で、

Ｊリーグの誘致とかよくやって運営に携わっ

たりしたんですけれども、やっぱりいろんな

競技団体、特にサッカー協会はいろんなノウ

ハウを持ってますから、そういったところと

も十二分にやっぱり部長、連携をとってやら

れるようにしないと、運営上の問題について

もぴしゃっとしないと、やっぱり人間が入っ

ただけ、人間が入るとまたいろいろトラブル

も起きますので、そこの点をお願いしたい。 

 それと、ちょっとお尋ねになるんですけれ

ども、引き続きいいですか。 

 

○池田和貴委員長 はい、どうぞ。 

 

○荒木章博委員 これ、要するに２万5,000

人かな、入るんだけれども、もちろん、これ

は予算としてはどのくらいかかるんですか。

１億ぐらいですか。見込みとしては１億ぐら

い見ているんですか、見込みは。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 会場整備

等を含めて、大体計6,000万円ぐらいを考え

ております。 
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○荒木章博委員 6,000万。 

 それと、これは県のサッカー協会にはどの

くらい入るんですか。何パーセント。（「ラグ

ビー協会」と呼ぶ者あり）失礼しました。ラ

グビー協会。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 県のラグ

ビー協会に県から何かお金が行くということ

はありません。 

 

○荒木章博委員 ない。Ｊリーグなんか熊本

でやりますと、協会宛てに何パーセントか、

手伝う形の中でやるんですよね。ラグビーの

場合には、今どうなっているか、ちょっとわ

からないけれども、今はないということで認

識していいんですか。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 失礼しま

した。日本ラグビー協会と県協会の間では、

ちょっとそこのところは把握しておりませ

ん。 

 

○荒木章博委員 それで、例えば１％か２％

とか、もし来るのであれば、そういったとこ

ろで、やっぱり広報あたりも県協会と相談を

しながら、もちろん熊本県も広報あたりをや

られると思うんですけれども、そこあたりも

やっぱりこう──もちろん資金は必要ですか

らね、県協会も。もしそうであれば、県協会

にもやらなきゃいかぬと思うんですけれど

も、そういったところで、やっぱり積極的に

──広報というのが一番だと思うんですよ

ね。 

 さっきも、何遍も言いますけれども、学校

あたりのところ、そしてまた高校なんか、や

っぱりこのテストマッチが、日本チームが来

るんだという、特に橋口先生あたりはラグビ

ー出身だし、ラグビーの先生がたくさんいら

っしゃるから、学校あたりの認識がやっぱり

高揚していくようなものを、熊本県がやっぱ

り夢を与えるようなやつをどーんと打ち出し

てもらいたいなと思うんですよね。よろしく

お願いします。 

 ちゃんと考えておられるとは思うんですけ

れども、私も委員会に所属している以上は、

やっぱりぜひぜひ、委員長を初め、こうやっ

た委員会を開かれるということは、委員長、

副委員長の情熱があるからこそ、やっぱりや

られると。後で、あいたしもたと、人が７割

しか入らなかったということでは、私は──

そしてまた押し売りになっちゃいかぬから、

やっぱり本当に買うんだと、それからやって

いただきたい、かように思っております。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員長 ありがとうございまし

た。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 済みませ

ん、ちょっとお時間いただいて。 

 県協会もいろんな、現在ももちろん活発に

活動をされております。 

 １つだけちょっと御紹介させていただく

と、資料の７ページの広報活動の左に看板が

ありますけれども、これは白川の太甲橋際の

ビルなんですけれども、これは県のラグビー

協会の方のビルでございまして、この看板は

もちろんうちのほうで作成したんですけれど

も、その掲示は御好意で無料で掲示させてい

ただいているとか、そういったいろんな御協

力はいただいておるところでございます。 

 また、日本ラグビー協会も、連休の前に

は、今現在の若手のチームの日本代表のキャ

プテン、熊本出身の選手なんですけれども、

地元に来て、子供たちの教室などを通じて大

会ＰＲに協力していただいたりとか、そうい

ったことはどんどんやりますからというお声

もいただいておるので、これからも連携して

取り組んでまいりたいと考えております。 
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○荒木章博委員 あの感動から大分日にちが

たって、感動を呼び起こすというのは非常に

難しいんですよ。だから、前回やったときは

かなり少なかった。感動を呼び起こすには、

やっぱり日本チームという、あの柄ですよ

ね、含めて、例えば小中学校、高校に選手の

似顔絵を募集するとか、そしてそれをいろん

なところで掲示するとか、そういういろんな

アイデアを──やっぱり、ただポスターを持

っていって、張ってきてくださいと言って、

それはもう、こうやってラグビーが来るとい

うのは、張るのもこれは大事と思うんですけ

れども、そういう、やっぱり一人一人にあの

感動を呼び起こすようなことをやっていただ

きたいなというのが私の思いですので、ちょ

っとまた余計なことを言いましたけれども、

よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○西聖一委員 ちょっと細かいこともあるの

で、少しお尋ねしたいんですけれども、今回

３万2,000人近く集めるということで、かつ

てない動員というか、お客に来てもらうわけ

ですから、その体制が大変だというのは、も

う十分わかるんですけれども、結局、観戦を

気持ちよくしてもらうために、行政がいかに

今回しっかりしていくのが次の大会につなが

ると思っている中で、ちょっと関連して聞く

のが、１つは、パーク・アンド・バスライド

とかメーンなところの輸送システム、動員シ

ステムもできたんですけれども、この会場周

辺への送迎はお断りしていますというくだり

があるんですが、どの辺まで考えているのか

なということで、パークドーム周辺はもちろ

んですけれども、例えば、火の国ハイツと

か、センターリバーとか、ミスターマックス

とか、そういうところを利用するお客さんも

おるが、そこまで規制するのかとか、地域住

民にどこまで周知して、この規制対象にその

日なりますよということをされているのか、

ちょっとお聞きしたいんですけれども。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 現在、そ

の送迎について、どこまでとか、そういった

ことを含めまして、県警のほうとも協議を続

けさせていただいておりまして……（西聖一

委員「今からということですか」と呼ぶ）ど

こまでというのは、詳細はまだ決まっており

ませんけれども、でき次第周知に努めたいと

考えております。 

 

○西聖一委員 そこら辺はきちんと周知しな

いと、せっかく来て、もう帰れと、おりらせ

ぬと言うんだったら、非常に、家族で来る人

たちなんかは頼んで送ってもらう人が結構お

ると思うので、よろしくお願いします。 

 会場内のことですけれども、楽しく観戦す

る一つに飲食があると思うんですね。この飲

食は、当然あると思いますし、そういう飲食

店は、どういうところに働きかけているの

か、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 現在、例

えばロアッソ熊本戦では飲食ブースが出ます

けれども、似たような感じをイメージしてち

ょっと準備は進めております。 

 まだちょっと済みません、詳細は、ちょっ

と本日……。申しわけありません。準備はも

ちろんいたします。 

 

○西聖一委員 アルコール、ビールだったり

も出るんでしょうけれども、トラブルがない

ようにということと、一部の業者、どうして

も入札かなんか公平性を保てるようにしてい

ただきたいというのが１つと、あと１つ、最

後に。 

 雨の心配すると、もう切りがないんですけ

れども、雨のときは、傘を差されたら見えな
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くなりますよね。そのときは、観客はどうい

うふうなあれをするように何か考えておられ

るか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 観戦のス

タジアムの中については、主催者の日本ラグ

ビー協会のほうでされますので、現在のとこ

ろは、事務局としては、そこまでは検討とか

もしておりませんけれども、そういった御意

見も確かにあるものですから、日本協会に今

後そういったことを要望していきたいと、し

っかり対策をとっていただくよう要望したい

と思います。 

 

○西聖一委員 やっぱり傘差されたら、本当

おもしろくないので、やっぱり雨の日はかっ

ぱで観戦とか、はっきり徹底したほうがいい

のかなとちょっと思ったものですから、そこ

まで言わせていただきました。本当、頑張っ

てください。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 先ほどの荒木委員の御意

見、御指摘は全くそのとおりだと思いまし

た。珍しく私も一致いたしました。 

 冒頭、池田委員長、そして奥薗部長の御挨

拶にもありましたように、今回のテストマッ

チの実績が、本番に向けての試合日程、組み

合わせに大きく影響するんだろうというよう

な、気を引き締めて私たちも取り組まなけれ

ばならないと改めて思いました。 

 ですから、何も県の執行部あるいは県のラ

グビー協会だけにいろいろ注文をしてという

つもりはございません。ですから、この委員

会なり議会、議員も、応分の経済的な負担な

り人員のいろいろ呼びかけなり協力しなけれ

ばならないと思っております。 

 後ほど詳しくはあろうかと思いますが、さ

っきおっしゃったように、そうは言っても、

荒木委員御指摘のように、我々、例えばちょ

っと状況違うかもしれませんが、選挙のとき

にいろいろたくさん来ていただくときに、た

だ来てくださいじゃなかなか実数がふえない

と。 

 やっぱり、しっかりお一人お一人に──数

が多いから、お一人お一人にというわけには

いきませんけれども、やっぱり委員御指摘の

ように、ただ張ってくださいじゃなくて、あ

る程度こっちから、押し売りにならないよう

にとはおっしゃいましたけれども、きょうは

マスコミは入っておりますが、半ば強制的な

ものが出てくるかも──この時期が時期でご

ざいますから。 

 だから、我々も一緒に頑張っていきたいと

いうのが１点と、ぜひ、これ経済環境常任委

員会でも私申し上げましたが、本番のこのま

たチケット販売等に当たっては、たしか今回

も、恐らく本番はもっと強い拘束があるのか

もしれませんが、ネットだけとか、プレイガ

イド等々でというだけでは、どうしても、熊

本県内での県民の皆様、あるいは周辺の県か

ら来ていただく方に、やっぱり直接お願いし

て買っていただくというのが、地道だけれど

もやっぱり一番効果があるのではないかとい

うふうに思っておりますので、どうか、国際

組織か、あるいは日本のラグビー協会か、ど

っか知りませんけれども、そこにはできるだ

け早目に──今回のようにぎりぎりになっ

て、事務局の皆様のいろいろな御努力によっ

て今回この枠もふえたんだと聞いております

ので、できるだけ早い時期から、熊本県でこ

れぐらいの数は自由に売らせてくれというよ

うなことを、できるだけ早い時期に要望しと

いていただきたいというのが１点と、10ペー

ジの資料にあります電波媒体で、これも予定

されているかもしれませんが、これラグビー

協会でいろいろ広報していただいている、県

も紙媒体等々でやっていただいている、何と

いっても、例えば県知事が出て、直接この電
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波で訴えられるというのが、県民の人の注目

が一番上がるんだろうと。 

 これは要望でございますが、ぜひそういう

のも県知事の出演も含めて検討していただき

たいと。２点要望でございます。 

 それと、ちょっと確認でございますが、冒

頭、奥薗部長が最後におっしゃったところで

すが、きょう、組み合わせ抽選会、水谷課長

から、プール分けというのがあるということ

は、さっきのパンフレットでの説明がありま

したが、プールＡ、Ｂ、Ｃでどこの国、ある

いは、まだ決まってないところは、どこどこ

地域を勝ち抜くだろうと、それが決まるきょ

うの段階という認識でいいんですか。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 そのとお

りでございます。 

 

○松田三郎委員 ならよかです。 

 

○池田和貴委員長 今、松田委員のほうから

おっしゃられたように、押し売りじゃないん

ですけれども、やっぱり誘う側の熱意がどう

相手に伝わるかというのは、チケットが、足

を運んでいただくかにやっぱり影響を与える

んだと思うんですよね。 

 そういった意味では、多くの人がやっぱり

熱意を持ってお誘いをしたりとか周知をして

いくということが大事だろうというふうに思

っております。 

 実は、もう松田委員のほうから今振ってい

ただきましたが、きょう、この委員会の前に

議会運営委員会がございまして、私たち議会

としても、昨年、溝口委員長を中心に、この

特別委員会をやっていただきまして、この６

月10日の観客動員は非常に重要だということ

がされておりましたので、議運の中で、各会

派の代表の先生方に、ぜひ、私たち議会とし

ても、チケット販売を率先してやっていきた

いということでお願いをさせていただいて、

大体御了解をいただいたところでございま

す。 

 先ほど、チケットの中のカテゴリー１でご

ざいます、これ指定席でございますが、これ

が約2,800枚まだ売れ残っておりますので、

この約10％ぐらい、約300席を県議会のほう

で責任持って引き受けて販売をしようという

ことで大体御了解をいただきまして、今後、

各会派ごとにそういった話をしていただくこ

とになりました。 

 ぜひ、先生方も、そういったお話があるか

と思いますが、ぜひ御協力のほうをよろしく

お願い申し上げたいというふうに思っており

ます。 

 もちろん議会としては、その300枚、カテ

ゴリー１を300枚ということでございます

が、それ以外のチケットをお話をしていただ

いて誘っていただく分は、これは大歓迎でご

ざいますので、300枚は、これはぜひお願い

をしたい。それからさらに別のところでお誘

いしていただく分は本当にありがたい話です

ので、そこもあわせてお願いをしたいという

ふうに思っているところでございます。 

 

○溝口幸治委員 池田委員長の御意見に賛成

ですが、とにかくみんなでしっかりノルマを

果たすということと、あとプラスアルファが

実は大事だと思います。 

 それぞれ先生方、動員はなれてらっしゃる

ので、動員のコツもおわかりだと思いますけ

れども、やっぱり今回はチケットを売るだけ

じゃなくて会場に来てもらうというのが大事

なので、やっぱりそれぞれの地域から、さっ

き車のこともありましたけれども、例えば私

の地域とか池田先生のところの天草とかとい

うのは、もうマイクロバスでも借り切って出

てこないと、そしてマイクロバスを登録して

おかないと、それぞれ自家用車で来ててもな

かなか難しいかと思いますので、そういった

工夫もぜひそれぞれの地域でやっていただい
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て、プラスアルファの部分を、ぜひこの委員

会でしっかりやっていく方向性を、ぜひ皆さ

ん方で確認をしておきたいと。 

 もちろん強制になってはいけませんが、あ

る程度お願いをして、ぜひいい大会だから行

ってくれというお願いをしないと、行った人

が、ああ行ってよかったと後でやっぱり喜ん

でもらうというか……（「次の大会」と呼ぶ

者あり）はい。それがまあ2019につながって

いくと思いますので、ぜひ、その辺も委員長

のほうからまた皆さん方にお願いをしていた

だければと。 

 

○池田和貴委員長 はい、わかりました。溝

口委員、どうもありがとうございました。 

 バス等については、私ちょっとこの特別委

員会にいなかったのであれなんで、そういっ

た貸し切りバスについては、たしか事前申し

込みで直接会場のほうに行けるようになって

いるんだったですね、水谷課長。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 きょうの

資料の６ページをお願いいたします。 

 左のほうの表の──ちょっと小さくて大変

申しわけないんですけれども、真ん中やや下

に、※１とありますけれども、大型バス、マ

イクロバスによる来場を御検討されている団

体の方は、日本旅行までお問い合わせくださ

いということで、代理店日本旅行がそういう

のをやっておりますので、こちらへ連絡いた

だくと駐車場も含めてお手配できると思いま

す。 

 

○池田和貴委員長 ということでございます

ので、ぜひ先生方も……。 

 岩田先生、どうぞ。 

 

○岩田智子委員 私も初めてこの委員会に入

りましたので、応援していかなきゃなと今心

に思ったところなんですけれども、やっぱり

行き来というか、バスのことなんですけれど

も、パーク・アンド・バスライドの場合は１

台1,000円ということで、それも駐車料金も

バス代も入っててというので、とてもああい

いなと思ったんですが、ほかの臨時直行バス

などは、往復2,000円というようなところが

ありますよね、城彩苑とか。そういうのは、

子供は半額ですか。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 席を使わ

れる場合は同額です。 

 

○岩田智子委員 そうなんですね。ちょっと

前、新聞にこの様子載りましたよね。それ

で、2,000円だったら、家族４人で行くなら

相当かかるななんてちょっと思っちゃったも

んですから。わかりました。 

 

○氷室雄一郎委員 ちょっと僕は、路線バ

ス、車ではなかなかもう行けないわけでござ

いますので、路線バスが２つあるわけです。 

 この路線バスは、もう既存のものだと思う

んですけれども、この時間帯には、どういう

時間帯で路線バスは動いている。熊本駅から

と交通センターから２つあるんですけれど

も、熊本駅は、あれは臨時バスが出ますけれ

ども、交通センターは出ないと。かなりバス

の輸送じゃないと、車では近づけないわけで

ございますので、この辺は、時間帯の変更─

─変更は、もちろん難しいと思うんですけれ

ども、もうこれは何もさわらない。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 路線バス

は、通常運行されているバス会社の路線バス

になります。 

 今回は、路線バスの臨時便というのは設定

しておりません。そのかわり、城彩苑で交通

センターからちょっと離れますけれども、こ

ちらから、市内中心部からは、直行の路線バ

スは各停留所にとまっていきますけれども、
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直行バスは、そこから会場に直接御案内する

というバスですので、ちょっと料金も高目に

なっておりますけれども、その分早く快適に

着くということで設定させていただいており

ます。 

 

○氷室雄一郎委員 路線バスの時間帯、どの

程度頻繁に出とるんですかね。私は認識して

ないんですけれども。 

 

○池田和貴委員長 今の路線バスの時間です

よね。わかりますか。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 済みませ

ん、すぐにちょっとわかりません、現在は。 

 

○池田和貴委員長 じゃあ、後で氷室先生の

ほうにも、あと皆さん方にも周知するように

してください。 

 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 せっかく警察も来られてい

ますので、これ、例えばミスチルのコンサー

トを参考にということで、乗用車は原則入れ

ないということで、ただ、それでも知らずに

入ってこられる人とか、あるいは普通に通行

する車両もあると思いますが、これ理想的に

いくと余り渋滞せぬようになるわけですか。 

 

○瀬河交通規制課長 会場に直接乗り入れを

しないということを前提で交通輸送計画を組

んでおります。周辺道路の負荷を一番下げる

方法でということで、大会事務局のほうと

は、今後また先ほど言われた停止禁止区域も

含めて検討していきたいと思います。 

 

○池田和貴委員長 松田委員、よろしゅうご

ざいますか。 

 

○松田三郎委員 いいです。 

 

○池田和貴委員長 今回の輸送については、

やはり大人数でやる場合の試金石というのも

ありますし、今まで何回かはやっぱり実績が

あるやり方でやられると思います。 

 ただ、私たち議員とすると、やっぱり私た

ちがやるときには、どうしても会場まで自動

車で乗りつけるというのが大体主流になって

いますので、なかなかなじめないんですが、

ぜひ、こういうやり方でやらないともうしよ

うがないので、先生方も大変申しわけありま

せんが、自分たちにとってどれが一番いいの

かというのをぜひ御検討いただきながら、い

ろんな手段はあると思いますので、何かあり

ましたら、執行部または私どものほうにお問

い合わせをいただきたいというふうに思って

おります。 

 何しろ、先ほど溝口前委員長がおっしゃら

れたように、一人でも多く足を運んでいただ

いて、観客がふえることが一番重要なことで

ございますので、ぜひ御協力のほうをよろし

くお願い申し上げたいと思います。 

 済みません、私の発言１つ修正をさせてい

ただきます。 

 先ほど、議会運営委員会の中でお願いをし

たということでございましたが、これは議会

運営委員会が終わった後に各会派の先生方に

お願いをしたということでございますので、

済みません、そこは間違いでございました。

修正をさせていただきたいと思います。 

 ほかに何かございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○池田和貴委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 最後に、その他に入りますが、何か先生方

からございませんでしょうか。 

 

○荒木章博委員 私も不徳のところですけれ

ども、東京オリンピックは都の職員の人が全

部バッジをはめております。それで機運を盛
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り上げようというところで、各地にバッジを

配ったりしていますけれども、私、ラグビー

のバッジはめてないもんですから、職員の方

も、ここも誰もはめてないし、職員もはめて

ないもんですから、あすから、もし余っとれ

ばみんな配っていただいて、全員で、県の職

員の方も、余っとればみんなで盛り上げるよ

うに、委員長どうでしょうか。 

 

○池田和貴委員長 はい、ありがとうござい

ます。 

 

○荒木章博委員 私もしとらぬから言うとで

すが。 

 

○池田和貴委員長 荒木委員、ありがとうご

ざいました。 

 バッジはあるんですよね。（「あります」と

呼ぶ者あり）はい。 

 それでは、ぜひ各委員の先生方にまた再度

配っていただいて、６月10日までは皆さんそ

れを着用して機運を盛り上げていきたいとい

うふうに思いますので、どうぞよろしくお願

いしたいと思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 なければ、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。 

 ６月10日まであと１カ月を切りました。ぜ

ひ先生方の御協力をお願い申し上げまして、

これで本日の委員会を終了させていただきた

いと思います。 

 お疲れさまでございました。ありがとうご

ざいました。 

  午前11時54分閉会 
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